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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　色成分（Ｅｃ）を有するカラー・ピクチャを符号化する方法において、
　輝度成分（Ｌ）を取得することであって、
　　前記カラー・ピクチャの輝度（Ｙ）から変調値（Ｂａ）を取得することと、
　　前記カラー・ピクチャの前記輝度（Ｙ）を前記変調値（Ｂａ）で除算することによっ
て、スケール化された輝度を取得することと、
　　前記輝度成分（Ｌ）のダイナミックが前記スケール化された輝度のダイナミックと比
較して減少するように、前記スケール化された輝度に対して非線形関数を適用することに
よって前記輝度成分（Ｌ）を取得することと、
　を含む、前記輝度成分（Ｌ）を取得することと、
　２つの色度成分（Ｃ１，Ｃ２）を取得することであって、
　　前記輝度成分（Ｌ（ｉ））の画素（ｉ）の値と前記カラー・ピクチャ内の共通の位置
にある画素（ｉ）の輝度値（Ｙ（ｉ））とによって決まるファクタ（ｒ（Ｌ（ｉ））を取
得することと、
　　各色成分（Ｅｃ）に前記ファクタ（ｒ（Ｌ（ｉ））を乗算することによって少なくと
も１つの中間色成分（Ｅ’ｃ）を取得することと、
　　前記少なくとも１つの中間色成分（Ｅ’ｃ）から前記２つの色度成分（Ｃ１，Ｃ２）
を取得することと、
　を含む、前記２つの色度成分（Ｃ１，Ｃ２）を取得することと、
　前記輝度（Ｌ）および２つの色度成分（Ｃ１，Ｃ２）を符号化することと、を含むこと
を特徴とする前記方法。
【請求項２】
　前記非線形関数は、前記スケール化された輝度（Ｙ）の画素値に従うガンマ曲線または
Ｓｌｏｇ曲線である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記非線形関数がガンマ補正であるか、あるいはＳｌｏｇ補正であるかを示す情報デー
タ（Ｉｎｆ）を生成することをさらに含む、請求項２に記載の方法。
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【請求項４】
　前記変調値（Ｂａ）、
　前記非線形関数のパラメータ、
　前記情報データ（Ｉｎｆ）、
のうちの少なくとも１つをローカル・メモリまたはリモート・メモリに記憶すること、お
よび／または、ビットストリームに追加することをさらに含む、請求項１～３のいずれか
１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記ファクタ（ｒ（Ｌ（ｉ））は、前記カラー・ピクチャ内の共通の位置にある画素（
ｉ）の前記輝度値（Ｙ（ｉ））に対する前記輝度成分の画素（ｉ）の値の比率である、請
求項１～４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記ファクタｒ（Ｌ（ｉ））は、
【数４４】

によって与えられ、Ｌ（ｉ）は前記輝度成分の画素（ｉ）の値であり、Ｙ（ｉ）は前記カ
ラー・ピクチャ内の前記共通の位置にある画素（ｉ）の輝度値である、請求項１～４のい
ずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　前記少なくとも１つの中間色成分（Ｅ’ｃ）から前記２つの色度成分（Ｃ１，Ｃ２）を
取得することは、
　各中間色成分（Ｅ’ｃ）に対してＯＥＴＦを適用することによって３つの中間成分（Ｄ
ｃ）を取得することと、
　前記３つの中間成分（Ｄｃ）を線形合成することと、を含む、請求項１～６のいずれか
１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＯＥＴＦは平方根である、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＯＥＴＦは立方根である、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　ビットストリームからカラー・ピクチャを復号する方法において、
　第１の成分（Ｙ）を取得することであって、
　　前記ビットストリームから輝度成分（Ｌ）を取得することと、
　　前記輝度成分（Ｌ）に対して非線形関数を適用する結果として生ずる成分を取得する
ことであって、前記結果として生ずる成分のダイナミックが前記輝度成分（Ｌ）の前記ダ
イナミックと比較して増加する、該取得することと、
　　復号される前記カラー・ピクチャの前記輝度から変調値（Ｂａ）を取得することと、
　　前記結果として生ずる成分に前記変調値を乗算することによって前記第１の成分（Ｙ
）を取得することと、
　を含む、前記第１の成分（Ｙ）を取得することと、
　前記ビットストリームから２つの色度成分（Ｃ１，Ｃ２）を取得することと、
　前記輝度成分（Ｌ）の画素（ｉ）の値（Ｌ（ｉ））によって決まるファクタ（ｒ（Ｌ（
ｉ）））を取得することと、
　前記第１の成分（Ｙ）、前記２つの色度成分（Ｃ１，Ｃ２）および前記ファクタ（ｒ（
Ｌ（ｉ）））から少なくとも１つの色成分（Ｅｃ）を取得することと、
　前記少なくとも１つの色成分（Ｅｃ）を合成することによって、復号されたピクチャを
形成することと、
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を含むことを特徴とする前記方法。
【請求項１１】
　少なくとも１つの色成分（Ｅｃ）を取得することは、
　前記第１の成分（Ｙ）および前記２つの色度成分（Ｃ１，Ｃ２）から３つの中間色成分
（Ｅ’ｃ）を取得することと、
　各中間色成分（Ｅ’ｃ）を前記ファクタ（ｒ（Ｌ（ｉ）））で除算することによって、
前記少なくとも１つの色成分（Ｅｃ）を取得することと、
を含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　少なくとも１つの色成分（Ｅｃ）を取得することは、
　前記ファクタ（ｒ（Ｌ（ｉ）））に従って各色度成分（Ｃ１，Ｃ２）を除算することに
よって２つの中間色度成分（Ｃ’１，Ｃ’２）を取得することと、
　前記第１の成分（Ｙ）および前記２つの中間色度成分（Ｃ’１，Ｃ’２）から前記少な
くとも１つの色成分（Ｅｃ）を取得することと、
を含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　少なくとも１つの色成分（Ｅｃ）を取得することは、
　各色度成分（Ｃ１，Ｃ２）を、前記ファクタ（ｒ（Ｌ（ｉ）））の平方根と等しい値で
除算することによって、２つの中間色度成分（Ｃ’１，Ｃ’２）を取得することを含み、
　前記少なくとも１つの色成分（Ｅｃ）を取得することは、
　　前記２つの中間色度成分（Ｃ’１，Ｃ’２）と前記第１の成分（Ｙ）とを合成するこ
とによって、第２の成分（Ｓ）を取得することと、
　　前記色度成分（Ｃ’１，Ｃ’２）と前記第２の成分（Ｓ）とを線形合成することによ
って、少なくとも１つの中間色成分（Ｄｃ）を取得することと、
　　各中間色成分（Ｄｃ）の平方をとることによって前記３つの色成分（Ｅｃ）を取得す
ることと、
を含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記非線形関数は、スケール化された輝度（Ｙ）の画素値に従ったガンマ曲線またはＳ
ｌｏｇ曲線の逆関数である、請求項１０～１３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１５】
　ローカル・メモリまたはリモート・メモリから、および／またはビットストリームから
、
　前記変調値（Ｂａ）、
　前記非線形関数のパラメータ、
　前記非線形関数がガンマ補正であるか、あるいはＳｌｏｇ補正であるかを示す情報デー
タ（Ｉｎｆ）、
のうちの少なくとも１つを取得することをさらに含む、請求項１０～１４のいずれか１項
に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ファクタ（ｒ（Ｌ（ｉ））は、前記第１の成分（Ｙ）内の共通の位置にある画素（
ｉ）の輝度値（Ｙ（ｉ））に対する前記輝度成分の画素（ｉ）の値（Ｌ（ｉ））の比率で
ある、請求項１０～１５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１７】
　前記ファクタ（ｒ（Ｉ（ｉ）））は、ローカル・メモリまたはリモート・メモリから、
あるいはビットストリームから取得される、請求項１０～１５のいずれか１項に記載の方
法。
【請求項１８】
　色成分（Ｅｃ）を有するカラー・ピクチャを符号化する装置において、
　前記カラー・ピクチャの輝度（Ｙ）から変調値（Ｂａ）を取得することと、
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　前記カラー・ピクチャの前記輝度（Ｙ）を前記変調値（Ｂａ）で除算することによって
、スケール化された輝度（Ｙ）を取得することと、
　前記輝度成分（Ｌ）のダイナミックが前記スケール化された輝度（Ｙ）のダイナミック
と比較して減少するように、前記スケール化された輝度（Ｙ）に対して非線形関数を適用
することによって前記輝度成分（Ｌ）を取得することと、
　２つの色度成分（Ｃ１，Ｃ２）を取得することであって、
　　前記輝度成分（Ｌ（ｉ））の画素（ｉ）の値と前記カラー・ピクチャ内の共通の位置
にある画素（ｉ）の輝度値（Ｙ（ｉ））とによって決まるファクタ（ｒ（Ｌ（ｉ））を取
得することと、
　　各色成分（Ｅｃ）に前記ファクタ（ｒ（Ｌ））を乗算することによって少なくとも１
つの中間色成分（Ｅ’ｃ）を取得することと、
　　前記少なくとも１つの中間色成分（Ｅ’ｃ）から前記２つの色度成分（Ｃ１，Ｃ２）
を取得することと、
　を含む、前記２つの色度成分を取得することと、
　前記輝度（Ｌ）および２つの色度成分（Ｃ１，Ｃ２）を符号化することと、
を行うように構成されたプロセッサを有することを特徴とする、前記装置。
【請求項１９】
　ビットストリームからカラー・ピクチャを復号する装置において、
　第１の成分（Ｙ）を取得することであって、
　　前記ビットストリームから輝度成分（Ｌ）を取得することと、
　　前記輝度成分（Ｌ）に対して非線形関数を適用する結果として生ずる成分を取得する
ことであって、前記結果として生ずる成分のダイナミックが前記輝度成分（Ｌ）のダイナ
ミックと比較して増加する、該取得することと、
　　復号される前記カラー・ピクチャの輝度（Ｙ）から変調値（Ｂａ）を取得することと
、
　　前記結果として得られる成分に前記変調値を乗算することによって前記第１の成分（
Ｙ）を取得することと、
　を含む、前記第１の成分（Ｙ）を取得することと、
　前記ビットストリームから２つの色度成分（Ｃ１，Ｃ２）を取得することと、
　前記輝度成分（Ｌ）の画素（ｉ）の値（Ｌ（ｉ））によって決まるファクタ（ｒ（Ｌ（
ｉ）））を取得することと、
　前記第１の成分（Ｙ）、前記２つの色度成分（Ｃ１，Ｃ２）および前記ファクタから少
なくとも１つの色成分（Ｅｃ）を取得することと、
を行うように構成されたプロセッサを有し、
　前記復号されたピクチャは、前記少なくとも１つの色成分（Ｅｃ）を合成することによ
って形成される、
ことを特徴とする前記装置。
【請求項２０】
　プログラムがコンピュータ上で実行されたときに請求項１に記載の符号化方法のステッ
プを実行するプログラム・コード命令を含む、コンピュータ・プログラム。
【請求項２１】
　プログラムがコンピュータ上で実行されたときに請求項１０に記載の復号方法のステッ
プを実行するプログラム・コード命令を含む、コンピュータ・プログラム。
【請求項２２】
　少なくとも請求項１に記載の符号化方法のステップをプロセッサに実行させる命令を記
憶した、プロセッサ可読媒体。
【請求項２３】
　少なくとも請求項１０に記載の復号方法のステップをプロセッサに実行させる命令を記
憶した、プロセッサ可読媒体。
【請求項２４】
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　プログラムがコンピューティング・デバイス上で実行されたときに請求項１～１７のい
ずれか１項に記載の方法のステップを実行するプログラム・コード命令を担持する、非一
時的な記憶媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４９】
　幾つかの実施態様について説明を行った。しかしながら、様々な改変を施すことができ
ることが理解できよう。例えば、複数の異なる実施態様を組み合わせたり、補ったり、変
更したり、除去したりすることで他の実施態様を生み出すことができる。さらに、当業者
であれば、開示した内容を他の構造や処理で置き換えることができ、結果として得られる
実施態様が、少なくとも実質的に同一の方法で、少なくとも実質的に同一の機能を実行し
、少なくとも開示した実施態様と実質的に同一の効果を生み出すことが理解できよう。し
たがって、本出願によってこれらの実施態様およびその他の実施態様が企図される。
［付記１］
　色成分（Ｅｃ）を有するカラー・ピクチャを符号化する方法において、
　輝度成分（Ｌ）を取得すること（１３０）であって、
　　前記カラー・ピクチャの輝度（Ｙ）から変調値（Ｂａ）を取得すること（１２０）と
、
　　前記カラー・ピクチャの前記輝度（Ｙ）を前記変調値（Ｂａ）で除算することによっ
て、スケール化された輝度を取得することと、
　　前記輝度成分（Ｌ）のダイナミックが前記スケール化された輝度のダイナミックと比
較して減少するように、前記スケール化された輝度に対して非線形関数を適用することに
よって前記輝度成分（Ｌ）を取得することと、
　を含む、前記輝度成分（Ｌ）を取得することと、
　２つの色度成分（Ｃ１，Ｃ２）を取得することであって、
　　前記輝度成分（Ｌ（ｉ））の画素（ｉ）の値と前記カラー・ピクチャ内の共通の位置
にある画素（ｉ）の輝度値（Ｙ（ｉ））とによって決まるファクタ（ｒ（Ｌ（ｉ））を取
得することと、
　　各色成分（Ｅｃ）に前記ファクタ（ｒ（Ｌ（ｉ））を乗算することによって少なくと
も１つの中間色成分（Ｅ’ｃ）を取得すること（１５０）と、
　　前記少なくとも１つの中間色成分（Ｅ’ｃ）から前記２つの色度成分（Ｃ１，Ｃ２）
を取得すること（１７０）と、
　を含む、前記２つの色度成分（Ｃ１，Ｃ２）を取得することと、
　前記輝度（Ｌ）および２つの色度成分（Ｃ１，Ｃ２）を符号化すること（１８０）と、
を含むことを特徴とする前記方法。
［付記２］
　前記非線形関数は、前記スケール化された輝度（Ｙ）の画素値に従うガンマ曲線または
Ｓｌｏｇ曲線である、付記１に記載の方法。
［付記３］
　前記非線形関数がガンマ補正であるか、あるいはＳｌｏｇ補正であるかを示す情報デー
タ（Ｉｎｆ）を生成することをさらに含む、付記２に記載の方法。
［付記４］
　前記変調値（Ｂａ）、
　前記非線形関数のパラメータ、
　前記情報データ（Ｉｎｆ）、
のうちの少なくとも１つをローカル・メモリまたはリモート・メモリに記憶すること、お
よび／または、ビットストリームに追加することをさらに含む、付記１～３のいずれか１
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項に記載の方法。
［付記５］
　前記ファクタ（ｒ（Ｌ（ｉ））は、前記カラー・ピクチャ内の共通の位置にある画素（
ｉ）の前記輝度値（Ｙ（ｉ））に対する前記輝度成分の画素（ｉ）の値の比率である、付
記１～４のいずれか１項に記載の方法。
［付記６］
　前記ファクタｒ（Ｌ（ｉ））は、
【数４４】

によって与えられ、Ｌ（ｉ）は前記輝度成分の画素（ｉ）の値であり、Ｙ（ｉ）は前記カ
ラー・ピクチャ内の前記共通の位置にある画素（ｉ）の輝度値である、付記１～４のいず
れか１項に記載の方法。
［付記７］
　前記少なくとも１つの中間色成分（Ｅ’ｃ）から前記２つの色度成分（Ｃ１，Ｃ２）を
取得すること（１７０）は、
　各中間色成分（Ｅ’ｃ）に対してＯＥＴＦを適用することによって３つの中間成分（Ｄ
ｃ）を取得すること（１７１）と、
　前記３つの中間成分（Ｄｃ）を線形合成すること（１７２）と、を含む、付記１～６の
いずれか１項に記載の方法。
［付記８］
　前記ＯＥＴＦは平方根である、付記７に記載の方法。
［付記９］
　前記ＯＥＴＦは立方根である、付記７に記載の方法。
［付記１０］
　ビットストリームからカラー・ピクチャを復号する方法において、
　第１の成分（Ｙ）を取得すること（２２０）であって、
　　前記ビットストリームから輝度成分（Ｌ）を取得すること（２１０）と、
　　前記輝度成分（Ｌ）に対して非線形関数を適用する結果として生ずる成分を取得する
ことであって、前記結果として生ずる成分のダイナミックが前記輝度成分（Ｌ）の前記ダ
イナミックと比較して増加する、該取得することと、
　　復号される前記カラー・ピクチャの前記輝度から変調値（Ｂａ）を取得することと、
　　前記結果として生ずる成分に前記変調値を乗算することによって前記第１の成分（Ｙ
）を取得することと、
　を含む、前記第１の成分（Ｙ）を取得することと、
　前記ビットストリームから２つの色度成分（Ｃ１，Ｃ２）を取得すること（２１０）と
、
　前記輝度成分（Ｌ）の画素（ｉ）の値（Ｌ（ｉ））によって決まるファクタ（ｒ（Ｌ（
ｉ）））を取得することと、
　前記第１の成分（Ｙ）、前記２つの色度成分（Ｃ１，Ｃ２）および前記ファクタ（ｒ（
Ｌ（ｉ）））から少なくとも１つの色成分（Ｅｃ）を取得すること（２３０）と、
　前記少なくとも１つの色成分（Ｅｃ）を合成することによって、復号されたピクチャを
形成することと、
を含むことを特徴とする前記方法。
［付記１１］
　少なくとも１つの色成分（Ｅｃ）を取得すること（２３０）は、
　前記第１の成分（Ｙ）および前記２つの色度成分（Ｃ１，Ｃ２）から３つの中間色成分
（Ｅ’ｃ）を取得すること（２３１）と、
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　各中間色成分（Ｅ’ｃ）を前記ファクタ（ｒ（Ｌ（ｉ）））で除算することによって、
前記少なくとも１つの色成分（Ｅｃ）を取得すること（２３２）と、
を含む、付記１０に記載の方法。
［付記１２］
　少なくとも１つの色成分（Ｅｃ）を取得すること（２３０）は、
　前記ファクタ（ｒ（Ｌ（ｉ）））に従って各色度成分（Ｃ１，Ｃ２）を除算することに
よって２つの中間色度成分（Ｃ’１，Ｃ’２）を取得すること（２３２）と、
　前記第１の成分（Ｙ）および前記２つの中間色度成分（Ｃ’１，Ｃ’２）から前記少な
くとも１つの色成分（Ｅｃ）を取得すること（２３１）と、
を含む、付記１０に記載の方法。
［付記１３］
　少なくとも１つの色成分（Ｅｃ）を取得すること（２３０）は、
　各色度成分（Ｃ１，Ｃ２）を、前記ファクタ（ｒ（Ｌ（ｉ）））の平方根と等しい値で
除算することによって、２つの中間色度成分（Ｃ’１，Ｃ’２）を取得すること（２３２
）を含み、
　前記少なくとも１つの色成分（Ｅｃ）を取得すること（２３１）は、
　　前記２つの中間色度成分（Ｃ’１，Ｃ’２）と前記第１の成分（Ｙ）とを合成するこ
とによって、第２の成分（Ｓ）を取得すること（２３１０）と、
　　前記色度成分（Ｃ’１，Ｃ’２）と前記第２の成分（Ｓ）とを線形合成することによ
って、少なくとも１つの中間色成分（Ｄｃ）を取得すること（２３１１）と、
　　各中間色成分（Ｄｃ）の平方をとることによって前記３つの色成分（Ｅｃ）を取得す
ること（２３１２）と、
を含む、付記１２に記載の方法。
［付記１４］
　前記非線形関数は、前記スケール化された輝度（Ｙ）の画素値に従ったガンマ曲線また
はＳｌｏｇ曲線の逆関数である、付記１０～１３のいずれか１項に記載の方法。
［付記１５］
　ローカル・メモリまたはリモート・メモリから、および／またはビットストリームから
、
　前記変調値（Ｂａ）、
　前記非線形関数のパラメータ、
　前記非線形関数がガンマ補正であるか、あるいはＳｌｏｇ補正であるかを示す情報デー
タ（Ｉｎｆ）、
のうちの少なくとも１つを取得することをさらに含む、付記１０～１４のいずれか１項に
記載の方法。
［付記１６］
　前記ファクタ（ｒ（Ｌ（ｉ））は、前記第１の成分（Ｙ）内の共通の位置にある画素（
ｉ）の輝度値（Ｙ（ｉ））に対する前記輝度成分の画素（ｉ）の値（Ｌ（ｉ））の比率で
ある、付記１０～１５のいずれか１項に記載の方法。
［付記１７］
　前記ファクタ（ｒ（Ｉ（ｉ）））は、ローカル・メモリまたはリモート・メモリから、
あるいはビットストリームから取得される、付記１０～１５のいずれか１項に記載の方法
。
［付記１８］
　色成分（Ｅｃ）を有するカラー・ピクチャを符号化する装置において、
　前記カラー・ピクチャの輝度（Ｙ）から変調値（Ｂａ）を取得することと、
　前記カラー・ピクチャの前記輝度（Ｙ）を前記変調値（Ｂａ）で除算することによって
、スケール化された輝度（Ｙ）を取得することと、
　前記輝度成分（Ｌ）のダイナミックが前記スケール化された輝度（Ｙ）のダイナミック
と比較して減少するように、前記スケール化された輝度（Ｙ）に対して非線形関数を適用
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することによって前記輝度成分（Ｌ）を取得することと、
　２つの色度成分（Ｃ１，Ｃ２）を取得することであって、
　　前記輝度成分（Ｌ（ｉ））の画素（ｉ）の値と前記カラー・ピクチャ内の共通の位置
にある画素（ｉ）の輝度値（Ｙ（ｉ））とによって決まるファクタ（ｒ（Ｌ（ｉ））を取
得することと、
　　各色成分（Ｅｃ）に前記ファクタ（ｒ（Ｌ））を乗算することによって少なくとも１
つの中間色成分（Ｅ’ｃ）を取得することと、
　　前記少なくとも１つの中間色成分（Ｅ’ｃ）から前記２つの色度成分（Ｃ１，Ｃ２）
を取得することと、
　を含む、前記２つの色度成分を取得することと、
　前記輝度（Ｌ）および２つの色度成分（Ｃ１，Ｃ２）を符号化することと、
を行うように構成されたプロセッサを有することを特徴とする、前記装置。
［付記１９］
　ビットストリームからカラー・ピクチャを復号する装置において、
　第１の成分（Ｙ）を取得することであって、
　　前記ビットストリームから輝度成分（Ｌ）を取得することと、
　　前記輝度成分（Ｌ）に対して非線形関数を適用する結果として生ずる成分を取得する
ことであって、前記結果として生ずる成分のダイナミックが前記輝度成分（Ｌ）のダイナ
ミックと比較して増加する、該取得することと、
　　復号される前記カラー・ピクチャの輝度（Ｙ）から変調値（Ｂａ）を取得することと
、
　　前記結果として得られる成分に前記変調値を乗算することによって前記第１の成分（
Ｙ）を取得することと、
　を含む、前記第１の成分（Ｙ）を取得することと、
　前記ビットストリームから２つの色度成分（Ｃ１，Ｃ２）を取得することと、
　前記輝度成分（Ｌ）の画素（ｉ）の値（Ｌ（ｉ））によって決まるファクタ（ｒ（Ｌ（
ｉ）））を取得することと、
　前記第１の成分（Ｙ）、前記２つの色度成分（Ｃ１，Ｃ２）および前記ファクタから少
なくとも１つの色成分（Ｅｃ）を取得することと、
を行うように構成されたプロセッサを有し、
　前記復号されたピクチャは、前記少なくとも１つの色成分（Ｅｃ）を合成することによ
って形成される、
ことを特徴とする前記装置。
［付記２０］
　プログラムがコンピュータ上で実行されたときに付記１に記載の符号化方法のステップ
を実行するプログラム・コード命令を含む、コンピュータ・プログラム製品。
［付記２１］
　プログラムがコンピュータ上で実行されたときに付記１０に記載の復号方法のステップ
を実行するプログラム・コード命令を含む、コンピュータ・プログラム製品。
［付記２２］
　少なくとも付記１に記載の符号化方法のステップをプロセッサに実行させる命令を記憶
した、プロセッサ可読媒体。
［付記２３］
　少なくとも付記１０に記載の復号方法のステップをプロセッサに実行させる命令を記憶
した、プロセッサ可読媒体。
［付記２４］
　プログラムがコンピューティング・デバイス上で実行されたときに付記１～１７のいず
れか１項に記載の方法のステップを実行するプログラム・コード命令を担持する、非一時
的な記憶媒体。 
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